
Title 「転形問題」について
Sub Title Some notes on the "Transformation problem"
Author 持丸, 悦朗

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1960

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.53, No.10/11 (1960. 11) ,p.840(28)- 851(39) 
JaLC DOI 10.14991/001.19601101-0028
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19601101-

0028

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


•
 

.
 

ニ
八 

'

(

八

.四
〇)

■一
 

麵 

,

■
1
:
:
'
 

パ
：

.

v 

- 

: 

^

 

r 

. 

' 

.. 

- 

:

.

:

'
V

;

 

:

 

. 

.■■
■

ン
.:'
:

'

'

:

'

厂
.

.

'

ン

'

:

-
.
'■
、

て

'
:

F 

,

M

......

ス
..ゥ
.'ィ.丨
.ジ
.丨
/が
、
そ
の
箸̂
資
本
主
義
発
展
の
理
論
*-
-
^
^

'い
て
、
ボ
ル
ト
キ
ェ

ヴ
ィ

ッ

ッ

の
方
法
に
し
た
が
；マ
て

「

權

.の

馨
.へ
.の
転
•
 

.化」

S

い
て
論
じ
て
以
来
、
こ

の
問
題
は
い
わ
ゆ
る.

「

転
形
^a

:

と
：し
て 

M'
,
ド
ジ
ブ
、
ウ
ィ
ン
タ
1.
ニ:■，
ア
ツ
、
。!?
:
: 

%
V
、
R
.，
L
,.
.
ミー

ク
な
ど
に

よ
：っ
そ
.か
な
り
活
発
な
論
争
が
誓

J.

な
わ
れ
て
い
る
。
.霞

で

は

一

一

、
：隹

の

近

の
参
加
も
あ
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マ
.ル
タ
.ス
に
よ
る̂

^
の
価
格
へ
の
転
化
の
方
法
を
説
明 

1.
;だ
あ)

と
で
：̂
ん
^
か
の
1
.般
酱
述
食
ぉ
こ
な
う
前
に
、
省
の
結
果

〔

マ 

ル
.ク
'大
の
：転

化

德.;
'の
内
部
的
な
論
理— :
實
性
を
だ
め
し
て
み
る
:0
と
が
必
要.
 

で
ぢ
ざ

〕

，と
し
て.マ
ル
ク
ス
の
方
法
冷
下
の
表
で
し
め

U
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う 

に
の
：べ
て
：
'い
各
0と
：の
表
は--
1単
純
再
生
摩
の
仮
設0土
忆
構
成
さ
れ
て
い
：る
0
 

一；
.

…

響

O'
価
格
へ
一
の
奮
に
用
い
ら
れ
だ
手
順
が
満
足
す
べ
き
も

0
で
も
る
.
 

と
す
れ
ば
、
：.そ
れ
は
単
純
萍
生
産
の
諸
条
裕
を
覆
え
ず
よ
う
な
結
果
に
お

ち

い
 

ス
.て
.は
な
ら
な
い。

♦
•
: 

•
.

表
を
.一
：見
す
れ
ば
：わ
が
る
よ
う
^」〈
マ
ル
：
ク

ス
©
転
：
 

化
の
方
法
は
、

)

単
純
再
生
産
の
均
衡
を
碘
る
結
果
と
な
：っ

：

て
い
.る
。
生

囊

程
 

で
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っ
か
マ
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し
ま
：わ
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だ
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資
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#

里
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い
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：四
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で
あ
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故
广
し
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し
第
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细
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生
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れ
る.不

変

渠
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ま
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四
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V3
と
い
ヶ
価
格
と
な
：？
た
デ
す
な
ね
ち
、

;.
こ
れ
ら
ニ.つ
の
量
の.あ
い
.だ
；.に
}は
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三
三
^
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
て
同
じ
よ
う
に
、
三
部
門
全
体
の
賃
金
の
総
支 

私
額
は
、
：
ニ
〇
〇
で
あ
る
が
、
ン
第
ニ
部
門
に
お
け
る
霊
財
め
産
出
高
は
、

-'1. 

六
六
2/
3
だ
け
0
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こ
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ま
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不
-*
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る

。
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は
い
ぜ
ん
と
し
て
奢
侈
財
の
産
出
高
に
み
あ
？
て
い
る
が
、
こ
れ
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1こ
の
表
の
作
成
に̂
た
づ
て
の
偶
然
的
な
事
情
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な
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す
な
わ
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方
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、
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^
再
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産
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衡
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さ
れ
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い
る
な
ら
ば
、
生
産f

表
式
に
；お
い
て
も
そ
れ
が
：
 

保
持
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
。
そ
し
て
か
れ
は
こ
の
条
件
が
み
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さ
れ
な
い
マ 

ル
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ス
の
転
化
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法
を
課
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し
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の
原
因
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費.
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^
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れ
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■
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方
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亦
法
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純
再
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は
、
等
f
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換
の
場
合
に
そ
れ
が
み
た
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れ
た
と
し
て
も
、

1

, 

|

で
.の
交
換
©:
場

合
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は
み
た
ざ
れ

^;
い
で
あ
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う
。
ス
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ィ
ー
ジ
ー
は
こ
の
結
果
を
論
理
的
に
不
満 

■:

足
：で'あ
る
と
み■と
め
る
。……

私
に
は
こ
の
異
議
は 

■■
正
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
德
組
織
に
お
け 

.る

.あ
ら
ゆ
る
変
化
は
現
存
の
均
衡
を
潰
乱
す
る
。
価 

'格
の
変
化
は
こ
の
均㈣
を
自
^
す
る
よ
う
に
を
を㈤ 

,r労
働
の
分
配
の
変
化
を
必
要
な
ら
し
め
る
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ろ
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ま
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れ
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で
あ
る

」
A
J

の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
人
々
は
均
飯
条
件
が 

破
壊
さ
れ.た
と
し
て
も
そ
れ
はi

の
生
産
®

へ
の
転
化
の
際
の
当
然
の
変 

動
で
あ
る
と
考
え
、
資
本
の
移
動
が
再
び
均
衡
状
態
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と 

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
た
い
し
て
ボ
ル
ト
キ

H.

ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ス
ゥ
ィ
ー
ジ
ー
を
擁
護
し
て
い 

る
の
は
ド
ッ
ブ
で
あ
る
。

ド
ッ
ブ
は

'つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
0
，

「

体
系
全 

体
の
中
の
労
働
の
量
を
コ
ン
ス
タ
シ
ト
と
み
る
な
ら
ば

(

ま
た
実
質
賃
金
'の
レ 

ベ
ル
、
労
働
の
生
產
性
、
資
本
：の
量
や
樅
成
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら 

ば)

、
三
，つ
の
部
門
の
産
出
量
は
や
は
り
必
然
的
に

n

シ

ス

タ

ン

ト

'と
な
ら
な 

け
れ
ば
だ
ら
な.い
：…

.
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*
r
:
な
ぜ
い
ず
れ
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次
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ド >
.

ブ
は
®

ど
_お
り 

に
'交
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
事
態
を
盤
次
元
と
よ
び
、
生
産
德
で
交
換
が
お 

こ
な
わ
れ
る
場
合
を
価
値
次
元
と
よ
ん
で
い
る

〕

ぺ
に
お..い
.
て
も
産
出
量
が
同
じ 

で
あ
る
か
と
い
う
理
闰
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
き
わ

.め

.て
簡
単
に
：説
明
.す
る
こ
と 

が
で
き
る0
.
.
.
.

実
質
賃
金
の
：水
準
と
赞
働
カ
の
大

.き

.さ
と
を
与
え
ら
れ
た%:
の
.と 

す
る
な
ら
ば
：

(
つ
：；

ま
り
、
こ
：の
両
者
と
'も
，、
，©
値
：次
元.か
ら
施
格
次
元.へ
：
の
転 

形
：に
お
い
て
不
変
と
前
提
ざ
れ
各

-
べ
賃
金
財
の
産
出
量
は
^
き
ら
か
^
ロ
ン
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転
形
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ス
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れ
ば
な
ら
な
い
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不

変

資

本
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が

与
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ら

れ

て

い

れ

ば
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' 資
本
財
を
生
産
す
る
第

j

部
門
の
産
出
量
も
ま
た
コ
ン
ス
タ 

シ
ト
で
だ
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
0
労
働
力
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
の
だ
か
ら
、
こ
の 

こ
..と
は
、
残
余

AJ

しV

扱
わ
れ
る
第
三
部
門
の
労
働
の
量
、
ひ
い
て
は
そ
の
産 

出
量
も
：コゾ
ろ
タ
シ
で
紀；̂

ば
な
ら
な
い

AJ

と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
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て
転
形
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は
、
単
な
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.変

化

と

い

う
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に

限

ら

れ

て

く

る

…
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ド
ッ
ブ
の
主
張
す
る.と
こ
ろ
はM

の
®

?
の
転
化
に
さ
い
し
て
、
実
質
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:

.金
や
資
本
の
有
機
的
構
成
に
変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て 
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両
次
一

R

の
下
で
こ
：
れ
ら
産
出
高
が
不
変
で
あ
る
こ
と
を
確
立
ず
る
の
は
、
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純
再
生
産
の
条
件
が.必
要
で
■あ
る
と
い
う
点
も
正
し
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と
い
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で
あ
る
。
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労
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変
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っ
.て
、
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だ
け
が
変
動
し
：て
利
潤
率
の
.均
等
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
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.と
が
あ
る.で
あ
：み
う
か
。
出
発
点
に
お
い
て
単
純
再
生
産
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均
衡
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み
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：れ
て“い
る
と
：す
る
な
ら
ば
、
：各
部
門
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M

ど
お
り
に
実
現
ざ
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部
門
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成
立
す
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で
.あ
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。
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.て
資
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お>-
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な
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仮
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.玄
ま
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篇
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転
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わ
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業
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な
る
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部
門
、1
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産
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生
産
部
門
、I
賃
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産
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I
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財
生
産
部
門
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割
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、
不
変
資
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可
変
資
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噴
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産
物
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a
.と
し
、
添
敦
が
部
門
を
ぁ
ら
わ
す
も
©
.
と
ず
れ 

ば
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よ
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わ
れ
わ
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式
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門
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ゆ
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ル
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マ
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よ
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あ
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わ
さ
れ
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。
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。
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わ
れ
わ
れ
が
問
題
に.じ
な
け
れ
ば
な
ら
：な
い
の
は
.噩

表

式

と

生

産

麗

表 

式
ひ
閧
係
で
ぁ
る
。
こ
の
--
一
つ
の
表
式
の
間
に
調
整
ゆ
過
程
を
考
え
る
ご
と
は 

.可
能
で
あ
ろ
う
か'0
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
表
式
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
：

.
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部
門
め
利
潤
率
が¥;
均
利
潤
率
か
ら_
離
丄
て
.い
る
状
態
は

「

当
然
資 

本

(

及

び

霞

カ)

..
::
.
:
-
.

の
移
働
め
自
由
な
るか
ぎ
り
.、

利
潤
率
の
低
い
生
産
部 

門…
…

が
ち
利
潤
率
の
高.

i

生
産
部
門……

へ
と
資
本
が
移
動
ず
る
'で
あ
ろ
う 

か
ら
，
競
争
及
び
市
場
麗
の
変
動
.の
結
果
と
レ
て
、
ー
結
局
今
迄
ょ

.0
高
い
利 

潤
率
を
%
た
ら
し
：た
部
門
に
お
け
る
利
潤
率
の
低
下
、

'-
反
対
に
今
迄
ょ
り
低
い
'
 

利
潤
率
を
も.た
ら
し
た
部
門
に.お
け
る
利
潤
率
の
■

が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ 

う
？
か<-
-し
：て
各
生
産
部
門
忙
お
け
る
利
潤
率
は
.あ
る
平
均
的
永
準
へ
と
向
う 

が
、
ぞ
れ
：は
中
像
の
資
本
構
麻
の
生
産
部
門
ハ
そ
れ
は

^.
会
的
：総
資
パ
の
平
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的
構
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門
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あ
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け
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率
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ぼ
均
等
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」

し
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産
^

^
表
式
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成
立
す
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え
る
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は
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能
で
あ
ろ
う
か。
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見
す
れ
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あ
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変
資
本”
も
い
ぜ
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し
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変
化
し
て
い
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。
も
し
ニ
つ
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表
‘式
の
間
に■利
潤
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等
化
の
プ
.ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば 

資
本
移
動
の
結
果6
ば
た
と
ー
え
ば
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け
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。
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あ
る
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+
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す
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す
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.

一 .：

一
，の
生
産
^

^
表
式
に
：到
達
す
る
は
ず
で
あ
る

0 :

各
生 

産
部
門
に
お
け
る
調
潤
率
が
询
ぅ
平
均
的
水
準
は

&
/
M
C+

&

で
は
な
く 

て 

V

M

S

7

M

C

+

.

M

^

I

:。
V 

.

し
た
が
？
て
わ
れ
わ
：办
は
第

|

の
^

^
式
と
生
産
&

表
式
と
の
間
に
平 

均
利
_
率

成

立

の

プ

：
ロ
>
セ

^
^
考
免
る
こ
ん
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ち
ー

.一，

つ
：
の
表
式
は
第
二
の
纏
表
式
と
生
産
德
表
式
と
め
関
係
土
同
じ
関
係
に
た 

マ
て
い
る
の
で
.は

な

い

だ

象

か

•：
°
換
言
す
れ
ば
資
本
移
動
に
；ょ
る
調
擊
の
プ 

ロ
セ
'ス
.が
す
で.に
終
了
し
均
衡
狀
態
に
あ
.る
と
き
、
#
生
産
部
門
の
状
態
を
価 

.:
f

i

:で
あ
ら
わ
し
た
も
の.が
^

^
表

式

：で
あ
り
ノ

^
し
：

「

て
1̂
'
咏
^>
生

產

^
^
表

式 

が

成

立

レ

て

い

る

；の

^
は
な
い
^
あ
ろ
ぅ
か
：
0
.;■
■;
'

ん
.

“
J

の
_
係
を
表
を
用
い.て
説
明
し̂
ぅ
0
出
簽
点
は
各
文
字
の
上
.：に
.
'
を
附 

し

た

も

や

で

あ

ら

わ

：さ

れ

；て
い

,る
；0

「

商
品
が
1

め
お
り
販
売
：さ
れ
，を
も
の
ヾ
と 

す
^
な

ら

ば(

各
生
産
部
門
の
一
有
機
的
構
成
成
こ
な
：れ
：

ば
：)；

相
こ
と
な
る
生

」 

議

門

で：

は
、
相

こ

と

な

るO
Jt;
で
：は
^
^-
、-

,

^
さ
'れ 

て
い
る)

泌
成
立
す
：る0
.し
永
し
：

「

相
こ
と
な
る
産
業
部
門
捽
と

」

；？
て
め.平

勻

：
 

' 

r

転
形
問
題

」

に

つ

い

て
'.
パ 

：
.

'

.

'
.:

ci+i>i+ si=?a，i 

C2+U2-\- S2 =  «2 

C3+"3+ Sn —  (l3

P
IP2S

I Il
-
l
l

 

)

)

) 

S

1/
2S

十
，
■„
+
:、.
+
 

‘

‘cs
cs

s
v

?>
??

十

+

十

1

•

. 

2
 

:

3
 

.び
び
の

十

十

十

1 

2 

3

 

c

C

C

調資 
整本 
の移 
プ動
ロに

ヤよ- 
大る

ニ ai

= « 2 プ

- a 3

vv

V3)

T  .* . 零 . . 鲁

1 ^1 + ^1+  s i= a i

IT <?2+V2+ S2 =  tt2 

値:...M ^3+ l；3+  53 = «3

-
•-y

+

十

十 

•
C1
.
C2
4

(

c 

c

声

^

外

十

+ .+ 

•
S
.
.V3 

+
:
+ 

+

,

c l
•

C 2
'
.
*C 3

I

I
 

I

..ふ

俩
r格

V.

利
潤
率
の
：相
異
は
、
資
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と
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と
な
る
利
潤
率
が
，成
立 

す

る

。

と
こ
.ろ

が

資

本

は

、
：
利

潤
率
の
低
い
：部

面 

;
,
.
か':
&
去

：..っ.て
、
，
.：
高
い
、
利

潤
..を
生
ず
る
他
め
部
面
に
.

:

移

る
:°
;こ
め
た
え
ざ'る
移
出
入
：に.よ
り
、:'
-
ー
言
で 

、
い
，
え

ば

相

こ

と

な

る

部

面

間

：
へ
，

0

1
め
配
分
に 

よ
マ
て
、

こ
れ
は
相
異
な
.る
部
面
で
の
利
澗 

率
の
増
_
に
你
ぶ
て
ぉ
：
こ
な
わ
れ
る
の
：
だ
が

|—

|:
_

1 :
蕙

1 :
1 :
家

歙

釁

1|

i

に

な

る

よ

う

な

、

し

た

が

：

?

P
i

i
i

於

办

昏

餘
 

.

'
/■
.
三

三
:"(

八
0

五)



き

む

歡

ヤ

るJ：
'
む

、
需

要

籍

間

：の

.比
率
が
生■
: 

'

(

傍
点
筆
者

)

*
. 

C

ハ 

；
::'

ゎ
れ
ゎ
れ
の
表
に
お
い
て
第
二.：部
門
め
有
機
的
權
成
が
.も
-
と
i
咼
{
第
一
：

I. 

部
門
が
ど
れ
に
つ
ぎ
、
第
三
部
門
が
も
ら
と
^
低
い
と
彼
定
し
ょ
う
デ
そ
の
場
い 

合
他
0
部
門

か

：ら
箜
ー
ー
部
門
へ
へ
の

|

め
移
動
が
あ
り
翁
苕
部
門
の
資
本
>
.

C3
、
V3
ば
増
大
し
、V
Uた
が
づ
：
て

生

産

物

量

«3
ば
増
大
し
、
：第
'三 

物
の
単
位
あ
た
り
の
市
場
価
格
は
下
落
し
て
利
潤
率
扒
は
下
落
す
る
で
あ
ろ

.
 

う
。
そ
し
て
他
の
部
門
で
：は
こ
れ
と
：は
逆

'に
生
馨
重
は
減
少
し
、
芾
場
価
格 

.は
騰
貴
'1
.利
潤
率
は
增
欠
し
：て
ゆ
く
。
そ
し
て
第
三
部
門
の
刹
潤
率
が
第
：ニ
部
へ 

門
と
.ひ
と
し
く
な
っ
た
：と
き
第
二
部
門
か
ち
の
の
^S

は
な
く
及
り
、
第 

一
部
門
の
寒
の'み
が
他
：
の
ニ
つ
：の
部
門

.に

.流

出

す

：る

で

あ

ろ

^
。
：そ1;
て
最 

後
に
三
つ©
部
門
の
利
潤
率
が
均
等
化
し
た
と
き
に
資
本
の
移
動
は
止

.み
、
生 

産
物
の
市
場
価
格.は
変
動
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、

#
部

門

：の
変
動 

を
価
値
に.つ
い
，
て
み
.る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば•
>は
<7
'
に
、-
が
は
>
に
、

V
S
 

は
.
s
'に
変
化
し
て
い
る.で
あ
.ろ
う
。.そ
し
.て
：

1

方
で
は
市
場
価
格
の
変
動
に
ょ
.
 

っ
て
、
価
格
は1

か
ら
乖
離
し
て
、
.？
と
な
っ
：て
い
る
で
あ
ろ
う
°
換

言
す

.

9

.れ
ば
麗
が
価
格
に
転
化
し
た
の
で
あ
る

''
0

.

す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
が
第
九
章
で
展
開
し
，た
価
値
の
価
格
へ
の
転
化
の
議
論 

は
、
相
こ
と
な
る
生
産
部
門
に
平
均
利
潤
率
が
成
立
し
て
い
る
状
態
に
お
け
る

.
 

M

表
式
と
生
産®

表
式
と
の
関
係

(

わ
れ
わ
れの
表
に
おけ
る

点
線
内
の 

1

一
つの
表
式
の
関
保

)

を
論
じ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

# 1
{{
1

が
生 

産
価
格
に
転
化
す
る
過
程
を
問
題
と
し
た
の
で
は
な
く
、
均
衡
状

^
に
お
け
る

5

価
値
と
生
産
価
格
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

■
さ
'.て
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
.は
じ
：め
の
問
題
に
：：か

え

る

こ

'̂
に

:-
1>

こ
れ 

ら
0
議
論
は
、

」

価
値
表
式
と
生
糜
価
格
表
式
の
：関
係
を
理
解
し
て
な
：い
と
い
う 

■'
点

：で
：と

も

虼

誤

-
て
.い
本
。
；均
馨
件
女
否
定
す
る
側
：に
つ
い
て
い
え
ば
、

：

そ 

.れ
が
生
産1

 成
立
後
•に
、
.ふ
た
た
び
資
本
の
移
動
を
考
え
る
と
い
う
点
で
誤 

逢

：
お
か
：し
て
：
い
る

0
-'
'
わ
れ
わ
：れ
が
:£
こ
そ.み
た
ょ:5
に
：、
獲
表
式
と
生
鹿 

..
•価
格
表
武;>
1
め
関
係
は>
;す
で
に
資
本
移
動
と
：そ
れ
に
土
も
な
う
価
格
変
動
が 

な
わ
れ
て
、̂
均
利
潤
率
が
成
立
し
均
衡
が
達
成
さ
れ
た
と
き
、
価
値
が 

ど
：

Q

ょ

.5
:
'に
生
産
価
格
化
さ
れ
て
い

(

る
か
と
.い
-:
3
こ
-と
を
し
め
：す
も
の
に
ほ
か

〔 

な
ら
な
い
。
，そ
れ
ゆ
え
に
：ふ
た
た
び
資
本
の

.移
動
に
ょ
る
均
衡
：を
問
題
と
す
る 

の
は
完
全
な
誤
り.で
あ
る
广;-
-
.
:
:
:
':
へ

く
^

 ̂

•

'
•一
方
ド
ッ
ブ
の
見
解
も
同
じ
点
で
誤
つ
て
い
る

b
ド
..ッ
ブ
は
体
系
内
の
労
働 

配
分
が_不
変
で
：：あ
る
，
と
い

3
。
：す
な
わ
ち
1霍
表
式
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
。

こ
^
点
で
は
*:
し
：か

に

正

し

：い
。

し

か

し

ド

ッ

ブ

が

1

の
価
格
へ
の
転
化
の 

を
通
じ
て
価
値
表
式
が
不
変
で
あ
り
、
価
格
だ
け
が
変
動
す
る
と
考
え
て 

い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
.
そ
の
ょ
う
な
考
え
か
ら
は
利
'潤
率
の
均
等
化
、
し
た 

が
：
つ
て
霍
の
生
産
価
格
へ
の
転
化
が
な
ぜ
生
ず
る
か
扠
理
解
す
る
こ
と
が
で 

き
な
い
で
あ
ろ
一
う

。

.,

.

.価
値
表
：式
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
体
系
内
の
労
働
量
、
労
働
の
生
産 

性
、
資
本
の
量
や
構
成
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
は 

価
値
表
式
と
生
産
価
格
表
式
が
と
も
に
平
均
利
潤
率
の
成
立
し
た
均
衡
状
態
に 

.お

.け
る
同
時.点
的
な
関
係
に
た.つ
.て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
ド
ッ
ブ
も
こ
の 

点
を
み
落
し
て
、
：
f

表
式
と
生
産
価
格
表
式
の
間
に
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
を
考

.え
て
い
る
の1で
あ
る
.0

.
' 

f

表
式
と
生
産
価
格
表
式
が
、
資
本
移
動
と
そ
れ
に
と
も
な
う
価
格
変
動 

の
結
果
、
平
均
利
濶
率
が
■成
立
し
て
均
衡
状
態
に
あ
る
経
済
体
系
の

f

表
現 

で
あ
り
、
価
格
表
現
ヤ
あ
る
こ

と

を
考
え
る
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
.は

こ

の

問

題

に

. 

た
い
し
.て
つ
ぎ
の
ょ
う
に
い
：う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
0
も
し
こ
の
均
衡
状 

態
が
単
純
苒
生
産
で
あ
る
な
ら
ば
、
標
表
式
は
当
然
単
純
再
生
庫
の
均
衡
条 

件
を
み
た
し
、.ま
た
価
格
表
式
も
単
純
再
生
産
の
均
衡
条
件
を
，み

'た
さ
ね
♦は
な 

ら
な
い
、
，
ま
た
も
し
均
衡
状
態
が
拡
大

(

ま
た
は
縮
小

)

.
再

生

産

；で

あ

る

な

ら

.■ 

ば
'
価
値
表
式
も
生
産
価
格
表
式
も
と
も

I
拡

大(

ま
た
は
縮
小

>■
:

再
生
産
'の

.
 

均
衡
条
件
を
み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

5'
-
、
と
。

し

た

が

：
っ
て
ス
ウ
：
ィ
ー
ジ
，
丨
の

t
,

ル
ツ
ス
.の
転
形
法
に
た
い
す
る
批
判
は
当

. 

を
.え
て
しる
と

.
い

う
.

こ
.

と

が

：
'
で

き
.

ょ

.う
°
た
し
か
に
マ
ル.ク
.ス
は
、

か
.れ
ら
の 

転
形
法
を
考
え
た
と
き
に
、
再
生
産

.の

均

衡

条

件

ま

で

は

考

え

て

い

な

か

.
っ
た 

.の
で
あ
る,'
0
そ
し
て
そ
の
結
果
費
用
価
格
，の
生
産
価
格
化
を
過
小
評
価

'す
る

こ 

と
に
な
っ
て
し

.
ま

っ
た
0 -

で

あ

る0

.

.

.
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注
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M
a
r
x
;

b
a
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；K
a
p

 

一

t
a
l
.

N
,
: s
,;:
t
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' 

長
谷
部
訳
：'「

資
本
論 j.

^

S

O

K

O

-
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V
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v
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'

r
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C

注
2
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:

ス

ウ

：ィ

ー

ジ
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|

:

は
，
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ル

ト

キ

エ

：
ヴ

ィ

ッ

，
ッ

^

し

た

が

ら

て

が

れ
0

議 

ノ
論

.
を

.
展

開

づ.

る
.

の
：
，で
、
あ

.

.る

.

が

、
，

.

.ス

.

ウ

ィ
'
.丨

ジ::
v

-

vの
.

議

論

が.
.ょ
.

り

明
.
確

で

：
.
あ

，：
る

こ
.

と

力

ら

ご

こ
.
て

.

は
.
.
.ス
■

ウ
..

イ
.
.
丨

.

ジ
.

I

.の
、
み'
を

と+
'り

.，あ

げ
■.

る

？.

ボ

ル

ト.
.キ
.H..

ヴ
.
.

メ
ッ
ツ
の
議
論
に
：つ
い
て

^

W
e
r
t
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e
c
i
m
6
g
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S
S
,
1
4

と1
6

•
訳
一
一

一
ー
ぞ
ー
，
六
頁
を
参
照
：
せ
，

.よ

,°
:

(

注 

3) 

S
w

e
e

z
y

:

Ha
i
l
e t

h
e
o
r
y

 

o
HlC

a
p
i
t
a
l
i
s
t

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
-

:
p.
;
1
1
3
.

訳
一
一

一

五
頁
。
' 

.

(

注
4)

.
 

I
b
i
d
.
,

 p
p
.
114〜

115

'
•訳
一
五
五
丨
一
五
六
頁
。

(

法
 

5

)
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w

i
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e

r
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i
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z
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a

l
u
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u
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i
c
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注
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前

撳

酃

文

、
~

七

九

貢

ゲ'

:

(

注 
7)

： 

B
o
b
b
: 

i
b
i
d
;
，
p
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.
2
7
5
,

訳 
一

A

o

l 一
八 

一•頁
。

(

注 

8) 

Ibid.,, p.: 276

•
訳
’一
八
 I 

一一
 
頁
。

'. 

(

注 

9
>
. 

M
a
r
x

...a. 

_
a
，
o
.，s. 

1
8
2
.

長
谷
部
訳
、.
1
1四
0
頁
。
.

(

法
1 0)

遊̂

夂

藓「

価
値
と
偭m

」

' 
一
一
〇四
丨
ー
10

五
頁
。
こ

.

の

よ

う

に.

価 

:値
表
式
と
生
：産
価
格
表
式
の
間

.

k
、

資
本
の
移
動
を
考
え
る
人
.々

は
か
な
り 

ぐ
多
い
。.
.た
と
え
，.妹
宇
高
基
輔
氏

x
r

マ
ル
ク
ス
経
済
学」

第
十
二
章)

、
長
州 

.
1

ニ

氏(

大
月
書
店「

殺
済
学
講
座1_
第
二
巻
、
V
.利
潤
V
な
ど
。

«

1 1)

：
 

M
a

r
x

* '-

' ®. 
a

，

：

o

.
, 

S
，

1
7

严

(

注
1 2
>

.

.

こ

の
^ .

と

は
7

ル

ク

乂

：価

値

表

式

と

価

格

表

式

の

あ

い

だ

に

資

本

移
 

'
'
:動

の

：
過

程

：
を

考

.

え
な
か
つ
た
こ
と
を
し
め
し
て

)

い
る

0
 

、 

s

1 3
.

>:'
.

M

a

r

x

.

v

v

a

，̂
.
:

o

.

,

'

^

^
 

一
一
：
九.

一
貢
。

(

注
1 4)

 

r

も

ち

；
ろ

ん

こ

れ

ぽ

典

製

的

：な

例

に

す

ぎ

な

い

。

；

実

際

：に

は

多

く

の

祓
 

.

••
雑

'

な

諸
.

変

動̂

.

と
.
：お

..し
そ

...利
：潤'
率

の
'.均

等
.
化

ば

逢

成.

さ
.

れ
.
る

'

で

あ

：
ろ

う

。

(

淫
15)

：/
宇
野
弘
蔵..氏
：も̂
免
よ
う
祀
考
え̂

お
ら
取
る
よ
う
で
あ
る
。
'「

経 

済
原
：論

』

，
下
巻
、
へ
六
；
頁

注-%
參
照
へ
せ
よ
。
；
.
.*
た
.ス
.ゥ
：ザー

ジ

も
.M
i
様
で
あ 

る
。(Ibid.;

w-
f M
M

l k
-

五
ー̂—

亡
五
芸
頁
.產 

0

)

；
 
. 

V,

三
.
'五r
:

(

八
.四
.七)

'

「

転
形
問
題

」

'に
つ
い
；て.



V
:

わ
れ
わ
れ
の
つ
ぎ
に
と
：り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
：い
询
輝
は
総

^
^
:'|
|
猶
偭
： 

.胳
の

.
問

題

で

あ

る

'°
.周
知
の
よ
ぅ
に'マ
.ル
タ
：ス 

じ
な
が
ら.総
M

"
総
価
格
で
あ
る1

を
強
調
し
た。

: 
:

,
.;

.

.し
か
し
：ボ

，ル
：
ト
キ

.
ヴ
：

M

ッ
ッ
は
か
れ
の
：転
化
方
法
に
お

V

て
余

.：

(

そ
れ
は
、 

第
.三
部
門
に
.属
す
る
も
^
-と
さ
.れ
て
い
る
マ_の
生
^
# 1

|&
が
^

^
か
ち
3 1
6

^
し ヾ

.な
い
こ
と
を
前
提
に.し
：な
が
ら
か'れ
.の
転
化
法
を
展
開
し
、
'総
価
格
が
総1

; '

.
 

か
ら
乖
離
す
る

AJ,

と
.を
指
摘
し

V
、

マ
ル
ク
ス
は
'.

「

€

と
価
格>
の
尺
度
に 

も
ち
：い
る.財
貨
め
生
遮
関
係
に
つ
い
て
は
す
こ
し

-%
考
え
な
いで
、
た
だ
き
わ 

め
ズ
；1
般
的
に
総
疆
は
総
価
格̂ひ
と
し
い
、
：と
主
張
.す
る
だ
け.で
あ
る
。
：
 

し
か
も
そ
れ
は
論
証'$
れ

，な

い

ば

が

り

で

な

く

ま

た

誤

.っ
た
主
張
で4
あ
る」 

.と
き
め
つ
け
て
い
る。

..

こ
.れ
に
た
.い
^
て

ネ

ゥ

：ィ
；

1
ジ

ー

は

「

総
^

^
と
総
麗
と
め
あ
か
だ
に
お
-
 

.け
る
こ
の
不
ー
：致
は
、
な
ん
ら
重
要
な
理
論
上
；の
論
点
を
含
む
^

^

で
は
女 

い
、
と
い
ぅ
こ
と
を
了
解
1>
て
お
ぐ
：こ
と
：
は
大
切
、
で
あ
る
。

-:
そ
れ
は
：た̂
に
、

.

ft
算
単
位
の
問
題
で
あ
る
々

も

1.
わ
れ
お
れ
が'>
，
霧

時

間

の

単

位

を

疆

お
 

ょ
び
価
格
の
両
体
系
に
お
け
：る
計
算
単
位
之
し
；て
用
い
た
な
ら
ば
、
総
潰
は
同

.

.1

で
あ
マ
た
で
あ
ろ
ぅ”計
算
単
;^
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
金
.の
単
位
A
貨
常) 

を
用
：い
る
こ
と
に
し
.た
：た
：め.に
、

靈

は

く

い.ち
が
ぅ
の
で
あ
る

」

'
:と
へ
：の
：ベ 

て
、
こ
の
問
題
の
形
式
的
な
も
め
で
あ
る

こ

と

を
強
調
して
い

。̂

そ
し
て.允
し
か
私
こ
の
間
題
は
形
式

g

食
計
算
単
位

9
H

題

.で
あ
る
か
の
よ

H
六

.

(

八
四
八)

う
^
思
わ
れ
る
。..
,と
い
う
の
は
ゥ4
.ン
：夕
丨

i:i

.

.ッ
梦
は
，か
_れ
の
最
後
の
方 

に
..
-
,
'
-価
値
総
額=
価
格
総
額

」

：
の
条
件
を
も
ち
こ
む
こ
'と
に
ょ
っ
て
こ
の
不'
 
一
 

.，

.致
^
回
避
す
^
こ
^
が
克
き
や
し
た
が
っ
て
每
の
問
輝
は
結
局

--
ユ
メ
レ
'
丨
ル 

を
意
味
す
る
最
後
の
方
程
式
に
；か
：か
ら
て

.い
る
ょ
う.に
み
•え
る
：か
ら
で
あ
る
。

」

i-
i ロ
：す
れ
ば
最
後
の
方
程
式
の
：と
ヴ
か

.た
：に
ょ
？
て

総

遷

=

総

標

で

も

ま 

'
た
総
剰
余
価
値=
総
利
潤
.で
も
、
ど
の
ょ
う
な
条
件
で
も
み
た
す
こ
と
が
で
き 

る
；か
ら
で..あ
'̂
>
。
.

. 

'へ
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
®

の

^

式
性
を
み

と
.

め
る
ま
え
に
も
う.一.

度
マ 

ル
タ
：
ス.

の

総

疆
=
総
価
格
：の
意
味
に
つ
',い
て
考
ぇ
て
み
ょ
う

. 0
,

 

.
:商
品
め
偭
将->
:
.は
ヽ
：
い
う
ま
：で
も
な
く
商
品
の
：疆

を

、
：

一

般
的
な
等
価
形 

態
に
癒
着
し.た
金
.の
重
暈
で
表
現1,
-
た
も
の
.で
あ
る
。
澍
劭A

O

P̂F
=
a 

_
 

.

0
N>
で
.■«
•暈
の
金
が
；«•
ボ
ン
ド
で
あ
る.な
ら
ば
潘
卽13
>
の
^
商
=a

先
'
Vス
で 

.

あ

る
,°
し
：た
が
へ
？
て

商

品

<
か
a
ポ
ン
ド
.の
市
場
価
格
で
実
現
さ
れ
る
な
ら
ば 

商
品
入
の
：漂

ば

權

と1
:致
、

气
ホ
ン
ド
以
外
の
市
場
価
格
で
実
現
さ
れ 

る
な
ら
ば
：
M

'
七
価
格
が
乖
離
し
て
い
る
と
'い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
総
商
品 

.の
湯
合
に
ば.

〔

.：個
々
：の
商
品
の
.乘
離
が
あ
マ
た
と
し
て
も
そ
れ
ら
が
全
体
と
し 

'，て
相
殺
さ
れ
る
：な
ら
ば
緣
標
と
総
価
格
は
一
致
し
て
い
る
め
で
あ
る
。

.

と

こ

ろ

.：
で
価
値
が
生
産
価
格
に
転
化
し
'た
と
し
て
も

as

の
金
は
.いぜ
ん
と 

し
て
a
ポ
ン
卩
の
铸
货
名
を
も
ー
つ
ぱ
ず
で
あ
る
も
し
た
が
っ
て
：こ
の
こ
と
は
金 

産
業
^
-f
c
い
：.：て
.は
生
産
価
格
.へ
の
転
化
に
さ
い
し
て
、
生
産
物
価
格
が
変
化
し 

な
い
と
も1;
>
.い
う
る
で
あ
ち
う
。
：
そ
れ
ゆ
え
に

' 
生

産

価

格

が

：！

^
で
あ
り
、 

ま
た
：総1

=
徽
^

^
こ
め
.ょ
ぅ
祀
理
解
し
て
ょ
ぃ
と
す
4
过
っ
ボ
ル
ト
キ

H

グV

ヅ
'ダ
H
X.
,:ゥ
v

l
i>
I
办
よ
う
に
金
産
檠
に
お
い
：て
ば

^i

か
'ら
価
格 

が
飛
離
し
な
い
と
い
う
前
提
を
設
け
る
こ
と
は
全
く
妥
当
で
あ
る
こ
と

.に
な

る
。
一

'

:
 
.
 

V

-

,

そ
し
て
当
然
錯
は̂
@
か
ら
骓
離
す
る
こ
と
：に
.な
る
で
あ.
.ろ
う
。
'し
..か 

し
、
と
れ
は
費
用
価
格
を
生
産
^

^
化
す
る
と
い
う̂
と
か
ら
お
ど.っ
：た

の

.で 

は
な
く
単
に
生
産
僩
格
が
価
格
で
あ
る
と

〔

い
：う
：こ
と.か
ら
お
；と
る
:5
1

6

離
な
の
.で
：：
 

あ
る
。
す
な
わ.ち

も

し

生

産

価

格

が

..：こ

の

よ

う

な

意

味

で

の

価

格

で

あ

り

総

価 

値
"
総
価
格
が
こ
の
よ5
に
解
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
マ
ル
ク
ス
の
転
化
法
に 

よ
る
転
化
で
さ
え
も
総
德
は
総
価
格
に
ひ
と
し
く
な
ら
な

.い
で
あ
ろ
う
。

. 

そ
の
：わ
け
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
う
る
，
価
値
表
式
を
ま
え
と
同
様
に 

I
.
'
C
l
+

<2rf51 =

 ar; 

'

. 

i

o
2
+
y
2
+

<V
J
2
=
=
a
2

H

 

C
M
+
<S
;
M
+
S
3
"
a
3

と
し
よ
う
。
い
ま■か
り
に
第
三
部
門
が
金
産
業
.で
あ
る
と
す
る0
そ
し
て
a3
fi 

の
金
は
伽
ポ
ン
ド
と
い
う
鋳
貨
名
を
も
つ
と
し
よ
う
ァ
さ
き
に
の
べ
だ
よ
う
に 

こ
の
表
式
は
資
本.の
移
動
に
よ
っ.て

す

で

に

平

均

利

澗

率

が

生

じ

て

い

る

.
と
き 

の
各
部
門
の̂

^
を
M

で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
ノ
し
た
が
：？
て
金
産
業
に 

お
い
て
も
、
資
本
の
移
動
に
よ
る
価
お
変

!;
の
結
果
と
し
.て
平
均
利
潤
を
え
て 

い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
金
の
場
合
に
は
、
も
と
も
と
価
格
を
も
ち
え
ず
資
本 

の
移
動
の
結
果
は
金
の
購
買
力
の
増
減
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
で

.あ
ろ
う
。
も
し
平 

均
利
潤
率
が
成
立
し
た
と
き
、

.す
な
わ
ち
さ
き
に■

表

式

が

成

立

し

た

.と
き 

に
購
貿
カ..が
1
¥

に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
各
部
門
の
生
産
物
は
す
べ
て
ゐ

「

転

形

間

題」

に

っ

ぃ

：
て
.

.

.

.
倍
の
I価

格

を

有

す

：る

.で
^
>
0ぅ
:.
0

.
'

'b
か

し
«3
の
金
量
，は
い
ぜ
ん
と
し
て

.

.

.§ポ
ン
ド
の
名
称
で.
る̂
の
だ
.か
ら
生
..

-
産

躍

表

式

は
:;
-

..I.-. AJCl+

ftyl

十
；P
9
C
1
+
ぎ1).=̂

<21'..

'
き3 
十
/
§s
+
^
.
s
0
3
+
b
y
3
}

 "C3 +

 S
+
S
3
.

.

す

！
^

3
+
K
C
3
+̂
r

 

,

u

.?
c
が
っ
てS3 =

 :P(C3.

十y
3
)

の
と
き
、
す
な
わ
ち
第
三
部
門

(

こ
こ
で
は
金 

'

産
業)

.■の
有
機
的
檄
成
が
社
会
の
平
均
的
構
成
に
び
と
し
：い
：場
合
以
外
に
は 

J
b
.=l

と
：は
な
ら
ず
総
価
格
咏
総
価
値
か
ら
乖
離
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
，あ

る

.° 

:

マ
ル
クK

味
、「n

g

格
は…

…
〔

諸
商
品
に〕

,.
ふ

く

ま

れ
る

労

働

_

.
過

去 

の
労
働
お
，
よ
び
あ
ら
た
に

.附
加
さ
れ.た
労
働
I

.の
総
分
量
の
貨
幣
表
現
に
等 

し
V

で
あ
ろ
う

J

へ
と■.い
う
に
も
か
か
：わ
ら
す
、
生
産
価
格
が

.あ
た
..か
も
^

^

と 

.同
様
に
：
ニ
.定
数
量
の
労
働
時
間
の
，
一
表
現
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は 

:

な

ぃ

だ
：ろ
う
.か
。
。
ニ
：-:'”

:

し
.た
が
っ
て
転
形
問
題
に
お
け
る
総

^

^=

総
M

の
問
題
は
単
に
ニ
ュ
メ 

レ
|
.ル
に
関
す
を«'
後
の
_方
程
式
の
間
題
で
は
な
く
、
へ
マ
ル
ク
ス
の
第

一

の
欠 

'
.陥
で
^
る
費
用
価
格
の
生
産
価
格
化
の
省
略
に

.つ
づ
べ
第
一
：；

1'

の
欠
陥
を
意
味
し 

て
い
る
と̂

0X:
い
.い
う
る
で
：あ
ろ
う。
.、
>
:

そ

し

て

わ

れ

わ

；れ

.の
結
論
は
も
し
生
産
価
格
が
：価
格
で
あ
る
な
ら
ば
、
：
最
後

三
七
へ(

八
.四
'九)

 ̂

.
 
tccz-r
h
k
a
^
.
p
u
c
c
z
^
pr
c-
'
^
u
'
CT
a
^

S

 

ぎ

+
^
3
+
;
p
c
^
3 

十
き s) =

 

S
3 

.

と
，な
る..で
あ
ろ
ぅ-'
0
:そ
れ
ゆ
え
に
：



,の
：方

震
.は

金

囊

に

：お
：：い
；て
ば

_

と
価
格
が
蒴
離
じ.な

_

|

を

意

味

す

る
も
の.で」
あ
り
、
し
た
が
つ
て

ボ

ル—

キ

エ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
い
ぅ
よ
ぅ
に
総
価
格 

';
は
.総
価
値
か
ら
一
般
的
に
は
雖
離
す
る
セ
お
ろ
ぅ
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

(

法l
:
)

too
r
t
k
i
e
w
i
c
z
:

 
W
e
r
t
x
e
c
l
m
u
n
g
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ニ
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S
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p
d
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123

•
.訳
一
六
七
貢
？

ま
た
ド
マ
ブ 

'■
■も
と
れ
を
：支

持

U 
て
い
る
々(

D
o
b
b
“

,'';ibid.,:iJP. -278
〜
2
7
9
:

訳

ー
.:
'
八

(

注

3)

と
の
議
論
は

'桜
井
毅
氏
に
ょ
っ
て
い
る
。
'
同
氏
の
前
掲
論
文

'九
四—

 

(

注 

4) 

B
a
s
w
a
p
i
t

es
.
l
.
1
,
(»
.
100
4
»長
谷
部
訳
、
第
三
部
上
、
ニ 
四
三
頁
。

わ
れ
わ
れ
がい
ま

ま

；
で
に
み

：て
き
たと
.と
を
要
約
す
れ
ば.つ
ぎ
.の
，
ょ

ぅ

.に
な 

る
。
 

■

㈠

再
生
産
の
均
衡
条
件
は
生
産
価
格
表
式
.に
お
い
て
も
満
足
さ
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
■な
い
。
獲

表

式

が.単
純
再
生
産
の
均
衡
条
件
を
満
足
さ
せ
、て
い
る 

と
す
れ
ば
生
産
価
格
表
式
も
単
純
再
生
産
の
均
衡
条
件
を
満
足
さ
せ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
ま
たf

表
式
が
拡
大

(

ま
た
は
縮
小

)

再
生
産
の
均
衡
条 

件
を
満
足
さ
せ
て
い
る
な
ら
ば
、

.
生
産
価
格
表
式
も
拡
大
.

(

ま
た
は
縮
小：}
 

.再
生
産
め
条
件
を
備
足
さ
せ
ね
杖
な
ら
尨
い

0'
こ
'0
こ
と
杜
養
用
価
格
が
生

,産
価
格
化
さ̂
る』

&

^
よ
ハ
つ
：
て

達

成

1.
.う
.る
。
：

"

：

•

㈡ > 

生
産
価
格
が
■価
格̂
あ>0

と
す
れ
ば
、
金

囊

に

お

い

て

価

格

は

簾

：
 

へ:'
:
か

ら

乖

離

し

な

い

.ど
考
え
.る
こ
：と
：は
正
当
で
あ
る
。

■

こ
の
場
合
総
価
格
は
総 

ぃ
ご_

が
ら
轭
離
ず
る
：が
そ
れ
：は
生
産
価
漱
が
価
格
で
あ
る
こ
，と
か
：ら
生
ず
る

®
離
で
あ
る;0

-

ン
.
.
.
'

わ
坨
わ
故
は
以
上
め
ご
と
が
ら
か
ら
価
値
の
錯
へ
か
転
形
の
妥
当
な
方
法 

を
勞
え
る
な
ら
ば
、
：
H
の
-
と
.が
ら
か
.ら

各

生

産

部

面

の

産

出

物

が

M

に
離 

:離
し
、

：.

こ
の
生
産
物
が
他
の
部
面
の
費
用
：に
入
り

.こ
'む
な
ら
ば
、
ぼ
入
^
に
お 

い
：：て
毛
土
倚
ど
じ
で
計
算
无
れ
ば
：よ
い

°
㈡
の
こ
と
が
ら
か
ら
金
産
業
に
お
い 

て
は
価
値
と̂

^
は
乖
離
し
な.い
と
考
え
る
と
い
う
と
と
に
な
る
。
こ
れ
を
社 

会
の
産
業
を
兰
部
門
ぬ
わ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
ウ
ィ
ン
タ
ー
ニ

'ッ
ツ
の
方
程
式 

の
最
後
の
方
程
式
を
除
外
し
て
金
産
業
の

.属
す
る
部
門
の
乖
離
率
を
1
と
し
た

%
办
で
あ
ろ
う
ヴ

そ
し
て
と.の
.よ
う
な
転
化
法̂AI.

る
こ
と
に
よ
る
マ
.ル
.ク
.ス
の
修
正
.は
決
し

て
重
大
な
も
の
：で
ば
な
い
。
総
価
格
は
価
値
か

.ら
維
離
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
れ
は
生
産
価
格
が
価
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
こ
つ
.た

^

㈱
に
す
ぎ
な
い0

ま
た
こ
の
方
法
で
は
平
均
利
潤
率
は

マ

ル

ク

ス

のあ
た
え
た
平
均
利
淵
率
と
は

1
致
し
众(

い
。
ま
た
利
潤
の
総
額
は
剰
余
1

の
総
額
と.も
一
致
し
な
い
。
し

か
し
そ
れ
は
い
ま
や
剰
余
生
産
物
が
す
べ
て
価
値
で
は
な
く
て
生
産
価
格
で
計

C.20

算
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

•そ
し

て

こ

れ

ら

の

こ

と
.

か
ら
考
え
れ
ばマ
ル

ク

ス

の総総価格、
総

 

利
调=

德

剰

杂
価
値
など
の
命
題
は
決
し
て保
将
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

五
頁
。

〕

九
八
頁
を
参
照
せ
ょ
。

__

*

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
い
た
ず
ら
に
混
乱
を
ま
ね
く
に
役
立
つ
も
の
に
す
ぎ
な 

い
で
あ
ろ
う。
'

マ
ル
ク
ス
の
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら

な
か
.っ
た
こ
と
は
利
潤
が
剰
余
価
値
の
再 

配
分
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
：け
で

あ

る

。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
転
形
法 

に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
保
持
さ
れ
う
る
の
で
あ
る

0
変
更
さ
れ
.た
こ
と 

は
、
そ
れ
が
費
用
価
格
に
痧
じ
て
で
は
な
く
、
生

産

価

さ

れ

た

費

用

価

格

.
 

に
麻
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
げ
で
あ
る

。
'
.
.
:

.結
局
転
形
問
題
を
こ
れ
程
黴
雑
な
も
の

:^
し
だ
の
は
、

一
方
に
坏
い
て
i
 

の
生
産
価
格
へ.の
：転

化

の

意

味

が

よ

■く
理
解
さ
れ
ず
、
他
方
に
お
い
て
マ
ル
ク 

.ス
自
身
が
、.か
れ
の
不
完
全
な
転
化
法
か
-̂

、
不
必
要
な
命
題
を
み
.ち
び
き
だ 

し
た
，
こ

と

に
±'
る
の
で
ば
な
い
だ
ろ.う
か
0 

. 

.

.
:
.
,

 

そ
し
、て
史
だ
転
形
問
題
は
わ
れ
お
れ
が
す
で
に
み
た
よ
う

^'
:
:生
産
：1

成 

立
の
過
程
を®

と
：し
て
い
る
の
で
は
な
ぐ
、
す
で
匕
そ
れ
が
成
立
し
で
い
ー
る

.
 

場
合
の
価
値
とi

.
の
関
連
に
つ..い
て
の
論
議
で
あ.づ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
転
形 

問
題
の
解
決
は
生
産
！
^
論
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
よ 

り
重
要
な
問
題
は
マ
ル
ク
ス
が

「

資
本
論」

鼠
三
部
、
第
二
篇
、
.
第
十
章
で
展 

開
し
た
よ
う
な
、
平
均
利
潤
率
、
し
た
が

'っ
て
生
産
躍
形
成
の
蒼
®

の
一
層 

の
理
論
的
展
開
で■は
な
い
だ
ろ
う
か
。
:

:

.::
へ

「

転
形
問
題

」

，
に

つ

い

て

(

注
1〉

..

こ
の
.方
法
で
は
、
費
用
価
格
と
L
て
は
い
り

こ
ま
な
い
生
産
部
面 

は
平
均

利

潤
、
の

形

成

に

参

与

し

な

.い
。
た
と
え
ば
ケ
ィ
ン
タ
丨

_

ッ
ッ
の
三 

部
門
分
割
に
お
ぃ
て
は
第
1
|ー
部
門
は
資
本
家
消
«
財
で
ぁ
っ
て
、
こ
れ
は
費 

.

用
铜
格
に
ば
は
い
り
こ
ま
な
い
が
ら
利
潤
率
の
形
成
に
参
与
し
な
い
。
し
た 

が
っ
てF

ル
！
ク
ス
の
平
均
利
潤
率
と
は

一
，般
に
は
.異
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の 

点
.を
と
ら
え
て
ボV

ト
v

f.
ヴ

ィ
■/
ッ
は
利
潤
率
低
卞
の
傾
向
を
批
判
し
た 

.

.の
で
あ
る
が
、
,'
も
し
第
.三
部
門
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
お
こ
る
な
ら
ば 

利
潤
率
は
.，た
；し
.か
.に
..低
下
し
な
い
が
、
資
本
家
の
う
^
.と
)̂
.剰
余
価
値
は
'当 

然
減
少
.す
る
で
あ
ろ
う
。f

ル
ク
ス
の
平
均
利
潤
率
と
こ
の
方
法
に
よ
る
平 

均
利
濶
率
と 

'の
差
異
は
、
費
用
部
分
も
剰
余
部
分
も
と
も
に
生
産
価
格
化
さ

れ

て

い

る

と

い
'

う
こ
と
か
ら
お
こ

〗

る
の

.

で

あ

る

？
 

:
 

i

:

 

.

.

X

 

, 

-
• 

:
•

ミ
ー
グ

.

は

総

：価
傭=

総

朝
格
、
総
利
潤

=

総

剰
余
価
値
の

命
題
が
同 

時

.に

み

た

さ

れ

る

ゆ

が

不

可

能

：と

'

い
：う
，
こ
.
と

か

ら

総

価

値

の

中

に

可

変

資

本
 

価
値
の
し
め
る
割
合
と

.
、
総
価
敗
の
中
に
総
賃
金

.

の

し

：
め？)
'

割

合

と

を

ひ

と
 

.

し
く
す
る
こ
と

.

を

も

と

め

.よ

ゲ

と

し

て

い

る

0

し
'か
し
こ
れ
は
ま
つ
た
く
無

意

味

な

こ
と
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

。(
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